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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
流体の流れを制御するための方法であって：
　（ａ）複数のチャンバを備えるハウジング、および（ｉｉ）複数の外部ポート、流体移
動チャンバおよび流体試料処理領域を備える弁を提供する工程であって、該流体移動チャ
ンバが、少なくとも２つの外部ポートと流体工学的に結合される流体試料処理領域と流体
工学的に連続的に結合される、工程；
　（ｂ）該ハウジングに対して該弁を調整する工程であって、外部ポートを該ハウジング
中の複数のチャンバの第１のチャンバと選択的に流体連通するように配置する、工程；
　（ｃ）該流体移動チャンバを減圧する工程であって、該第１のチャンバから流体を該流
体移動チャンバ中に吸引する工程；
　（ｄ）該弁を該ハウジングに対して調整する工程であって、外部ポートと該流体移動チ
ャンバを、該ハウジング中の複数のチャンバの第２のチャンバと選択的に流体連通するよ
うに配置する、工程；および
　（ｅ）該流体移動チャンバを加圧する工程であって、該第２のチャンバ中に該流体移動
チャンバから流体を排出する工程、を包含する方法。
【請求項２】
前記第１のチャンバが、試料チャンバ、洗浄チャンバ、溶解チャンバ、主要混合チャンバ
、および反応容器からなる群から選択され、そして前記第２のチャンバが廃棄チャンバで
ある、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
前記弁が、前記流体移動チャンバに配置された流体移動部材をさらに備え、該流体移動チ
ャンバの容量を調整し、前記流体移動チャンバを減圧する工程が、該流体移動部材を移動
し、該流体移動チャンバの容量を増加することを含み、そして前記流体移動チャンバを加
圧する工程が、該流体移動部材を移動し、該流体移動チャンバの容量を減少することを含
む、請求項１または請求項２に記載の方法。
【請求項４】
前記流体を流体移動チャンバ中に吸引する工程が、前記流体処理領域をバイパスする、請
求項１～３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
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前記流体試料処理領域が、前記流体移動チャンバと前記外部ポートの少なくとも１つとの
間に配置され、前記流体移動チャンバから流体を排出する工程が、流体を前記第２のチャ
ンバ中に流れる前に該流体試料処理領域を通って駆動する、請求項１～４のいずれか１項
に記載の方法。
【請求項６】
前記流体試料処理領域が、流体試料の成分を捕獲するための捕獲部材をさらに備える、請
求項５に記載の方法。
【請求項７】
前記工程（ｄ）の後に、前記弁が前記ハウジングに対して調整され、前記流体移動チャン
バおよび前記流体試料処理領域をハウジングにある前記複数のチャンバから流体工学的に
隔離するさらなる工程を包含する、請求項１～６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
前記弁を調整し、前記流体移動チャンバおよび前記流体試料処理領域を複数のチャンバか
ら流体工学的に隔離する工程の後に、該流体移動チャンバを加圧する工程をさらに包含す
る、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
前記流体試料処理領域の外側カバーに作動可能に連結された音響部材をさらに備えるシス
テムを用い、音響エネルギーを該流体試料処理領域に伝送し試料成分の溶解を容易にする
、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
前記システムが交差チャンネルさらに備え、そして前記ハウジング中の複数のチャンバが
主要混合チャンバおよび反応容器を備え、前記方法が、（ｉ）前記弁を、該交差チャンネ
ルを該主要混合チャンバおよび該反応容器との流体連通に配置するよう調整する工程、お
よび（ｉｉ）前記流体移動チャンバを減圧し、該交差チャンネルを通って該反応容器中に
該主要混合チャンバから流体を吸引する工程をさらに包含する、請求項１～９のいずれか
１項に記載の方法。
【請求項１１】
前記弁がロータリ弁であり、そして前記方法が、該弁を軸の周りで、かつ前記複数のチャ
ンバに対して回転する工程を包含し、前記外部ポートが該複数のチャンバと選択的に流体
連通するように配置されることを可能にする、請求項１～１０のいずれか１項に記載の方
法。
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